
7,636 6,865 6,467 13,332 89.9% 84.7%
～
～
～
～
～
～

～

1,081 902 841 1,743 83.4% 77.8%
1,003 777 633 1,410 77.5% 63.1%
1,086 684 445 1,129 63.0% 41.0%
1,706 610 466 1,076 35.8% 27.3%
1,620 445 369 814 27.5% 22.8%
1,304 297 117 414 22.8% 9.0%
15,436 10,580 9,338 19,918

問い合わせ先：新型コロナワクチン接種対策室　☎８４－７６８０

　８月24日開幕のパラリンピックに向けた「しら
おい多文化共生の火」採火式が同月16日、白老
アイヌ民族記念広場（高砂町）で行われました。
アイヌ民族の伝統儀式「カムイノミ」の火を聖火
皿にともし、大会の成功などを祈りました。道内
各地で催された採火行事の一環。式は新型コロナ
感染拡大防止から無観客で行いました。
　初めに白老アイヌ協会がウポポイのポロチセか
ら運んだ火を囲み、祭祀を務めた新井田幹夫さんの進行でカムイノミを執り行いました。鉢に移さ
れた火を戸田安彦町長、神戸典臣道議、同協会の山丸和幸理事長、社会福祉法人天寿会の堂前文男
理事長が、点火棒で採火皿に移しました。戸田町長は「コロナ禍の収束やパラリンピックの成功、
無事と、それぞれの思いが東京に届くことを祈っています」とあいさつしました。山丸理事長は
「真摯な気持ちで行いました。火の神に見守ってもらいたい」と話していました。道内の聖火は新
型コロナ感染拡大防止の観点からインターネット映像を通して札幌に集火する形式が採られ、全国
各地から東京に届けられました。
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